
私
は
町
長
就
任
以
来
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
南
風
原
町

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
と

も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平
和

郷
」
の
実
現
と
、
町
民
皆
様
と
の

約
束
で
あ
る
７
つ
の
政
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
、平
和・教
育・文
化
・

福
祉
・
子
育
て
支
援
等
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
町
民
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
共
に
歩
ん

で
い
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
る

と
、
急
速
な
物
価
高
騰
が
町
民
生

活
や
地
域
経
済
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き

続
き
町
民
や
事
業
者
の
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
加
え
人

件
費
の
大
幅
な
増
加
が
、
町
財

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
民
皆
様

と
の
約
束
で
あ
る
町
民
体
育
館

の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

す
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
民
体
育
館
が
単
な
る

建
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的

に
持
続
可
能
で
地
域
に
根
ざ
し

た
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
で
す
。
町
民
体
育
館
は
、

地
域
交
流
や
健
康
促
進
の
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
、
町
民
皆
様
と
意
見
交
換
を

重
ね
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
に
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
は
、
本

島
北
部
地
区
で
集
中
豪
雨
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
町
で
も
予
測
で
き
な
い
災

害
か
ら
町
民
皆
様
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
防
災
力
を
強
化

し
、
災
害
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
、
本
町
は
町
制
施
行
45

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

行
政
運
営
に
対
し
、
町
民
皆
様
並

び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中

で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
に
取
り
組

み
、「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
に

実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

第
五
次
南
風
原
町
総
合
計
画

は
、
今
年
度
で
９
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
つ

い
て
評
価
と
検
証
を
行
い
、
次

期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
総
合
計
画

の
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」
の

実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
の
「
平
和
」、「
自

立
」、「
共
生
」
に
つ
い
て
、
町

民
平
和
の
日
を
中
心
に
「
平
和
」

の
尊
さ
を
願
う
町
民
の
心
を
国

内
外
に
発
信
し
、
平
和
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
時
代
の
中
で
「
自
立
」

し
た
多
様
な
人
々
が
育
ち
集
う

地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
然
と
の
調
和
や
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

「
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

町
民
に
必
要
な
情
報
を
迅
速

か
つ
確
実
に
届
け
る
た
め
、
町

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
多
様
な
媒
体
を
効
果
的

に
活
用
し
、
行
政
情
報
の
発
信

に
努
め
ま
す
。

町
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

ま
ち
メ
ー
ル
、
町
政
提
案
箱
、

行
政
懇
談
会
に
加
え
、
各
種
委

員
会
へ
の
公
募
委
員
の
積
極
的

な
登
用
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
の
活
用
な
ど
、
様
々
な

意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
町

民
の
町
政
へ
の
参
画
を
促
し
、

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
交
流
や

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
「
兼

本
ハ
イ
ツ
集
会
所
建
設
事
業
」

へ
の
整
備
補
助
を
行
い
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
支

援
し
ま
す
。

家
庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人
を

育
て
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
よ
り

大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
家
庭
と
学

校
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
、
各
小
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の

転
換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、児
童
・

生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
進

め
る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
科

の
基
礎
と
な
る
「
読
み
解
く
力
」

の
強
化
に
も
取
り
組
み
、「
確
か

な
学
力
」
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
登
校
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
体
と

な
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
町
立
幼
稚
園
に
お
い
て

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供

で
き
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ

の
移
行
や
、
３
歳
児
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
学
校
給

食
費
を
改
定
し
ま
す
が
、
改
定

分
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
と
増
進

を
図
る
た
め
に
、
栄
養
士
に
よ

る
食
に
関
す
る
授
業
や
食
育
講

話
を
実
施
し
、
食
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
促
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
安
定
的
な
供
給
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
、
調
理
業
務

等
を
民
間
委
託
し
、
引
き
続
き

安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
小
中
学
校

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切

り
替
え
を
行
い
、
環
境
改
善
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め

に
、
中
央
公
民
館
や
文
化
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
多
く
の

町
民
の
学
び
・
体
験
・
交
流
が

で
き
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
図
書
館

を
目
指
し
、
電
子
図
書
や
地
域

資
料
等
の
整
備
・
充
実
を
進
め
、

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
で

き
る
よ
う
地
域
学
校
協
働
本
部

（
学
校
応
援
隊
は
え
ば
る
等
）
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

平
和
学
習
や
交
流
・
観
光
関

連
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
陸
軍

病
院
南
風
原
壕
群
の
活
用
や
、
子

ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
に
よ

る
小
学
生
の
派
遣
、
青
少
年
国
際

交
流
に
よ
る
中
学
生
の
ハ
ワ
イ

州
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
沖
縄
及
び
南
風
原
の
歴
史
資

料
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
公

開
・
活
用
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
施
設
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
広
く

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
力
向
上

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
３
次
南
風
原
町
地
域
福
祉

推
進
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
ち
む
ぐ
く
る
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

福
祉
の
ま
ち
南
風
原
」
を
目
指

し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
よ

る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
卒
業

年
齢
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
助

成
の
現
物
給
付
や
、
妊
娠
時
か

ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し

た
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
、

妊
娠
出
産
時
の
経
済
的
支
援
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
保
育

所
等
に
就
職
し
た
保
育
士
に
10

万
円
を
給
付
す
る
就
職
一
時
金

等
を
継
続
し
、
保
育
士
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
宮
平
保

育
所
、
北
丘
児
童
館
及
び
津
嘉

山
児
童
館
の
防
水
工
事
を
実
施

し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り

ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
拠
点
型
居
場
所

や
若
年
妊
産
婦
支
援
を
継
続
し
、

新
た
に
中
高
生
や
若
者
を
対
象

と
し
た
学
習
・
就
労
支
援
を
行

う
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）・
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
の

自
立
支
援
を
推
進
し
、
第
６
次

障
が
い
者
計
画
に
基
づ
く
各
施

策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
心
身
共
に
元
気
な

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業

や
認
知
症
対
策
の
更
な
る
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
権
利
擁
護
を
含

む
相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
発
展

を
図
り
、
障
が
い
の
有
無
や
年

齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域

の
一
員
と
し
て
互
い
に
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
重
点
を
置
い
た
保
健
活
動
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
学
童

期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
国
保
特
別
会
計

の
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
令
和

７
年
度
も
厳
し
い
国
保
財
政
が

続
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
、
沖
縄
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
示
さ
れ
た
市
町
村

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
い
、

県
と
連
携
し
安
定
的
な
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
農

地
の
保
全
や
土
壌
改
良
・
地
力

増
強
を
促
進
す
る
た
め
の
土
づ

く
り
奨
励
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支
援

と
し
て
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
設
置

や
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
の
農
業
者
肥
料
購
入
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
農
業
委
員
会
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
や

農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
耕

作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
規
畑
人
支
援
事

業
補
助
金
の
給
付
等
を
通
じ
て
、

新
規
就
農
者
の
担
い
手
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
病
害

虫
対
策
や
種
苗
配
布
、
収
穫
機

械
利
用
経
費
に
対
す
る
補
助
を

通
じ
て
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
お
い
て
は
、
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
、
畜
産

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業
に

よ
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
粗
飼
料
価
格
高
騰
対
策
臨

時
支
援
事
業
や
家
畜
伝
染
病
予

防
事
業
な
ど
の
支
援
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
町
民
１

人
あ
た
り
２
千
円
の
商
品
券
を

配
布
す
る
物
価
高
騰
生
活
者
支

援
事
業
を
実
施
し
、
生
活
支
援

及
び
地
域
産
業
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
商
品
展
開
力
強
化

支
援
事
業
を
通
じ
て
特
産
品
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
販
路
構
築
、

顧
客
基
盤
の
形
成
に
町
商
工
会

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
中
小
企
業
の
経

営
基
盤
強
化
を
図
り
、
本
町
へ

の
新
た
な
企
業
立
地
を
促
進
・

支
援
し
、
雇
用
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

雇
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
女
性

の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
デ
ジ

タ
ル
教
育
と
就
労
ま
で
一
貫
し
た

支
援
を
行
う
、
地
域
女
性
活
躍
推

進
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
振
興
計
画
に
基
づ
く
後

継
者
育
成
事
業
等
を
実
施
し
、

琉
球
絣
・
南
風
原
花
織
の
新
規

従
事
者
の
養
成
と
若
者
の
感
性

を
活
か
し
た
後
継
者
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
内
外

で
の
展
示
即
売
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

も
、
琉
球
絣
事
業
協
同
組
合
と

連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

観
光
協
会
と
連
携
し
観
光
施
策

の
推
進
・
振
興
に
努
め
る
と
と

も
に
、観
光
大
使
や
「
は
え
る
ん
」

の
情
報
発
信
力
を
活
用
し
、
本

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
む
中
、
地
域
に
お

け
る
安
全
・
安
心
な
環
境
基
盤

づ
く
り
を
、
地
域
と
協
働
し
取

り
組
み
ま
す
。

地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
の

自
然
災
害
、
さ
ら
に
は
特
殊
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
か
ら
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
安
全
・

安
心
な
環
境
基
盤
の
整
備
に
関

し
て
、
関
係
機
関
や
地
域
社
会

と
連
携
し
、
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

総
合
防
災
訓
練
に
加
え
、
各
字
・

自
治
会
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
結
成
及
び
活
動
を
支
援
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
等
に
お

い
て
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
確
実
に
発
信
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
機
能
強

化
を
図
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
道
10
号
線
及
び
津
嘉

山
中
央
線
（
２
工
区
）
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
道
16

号
線
の
交
差
点
改
良
工
事
を
実

施
し
、
渋
滞
緩
和
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
道
９
号
線
及
び
町

道
1
4
3
号
線
の
実
施
設
計
を

行
い
、
地
域
の
交
通
環
境
を
改

善
し
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
引
き
続
き

津
嘉
山
公
園
の
整
備
を
進
め
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

河
川
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮

平
川
の
浚
渫
工
事
を
実
施
し
、

河
川
の
氾
濫
対
策
や
水
質
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
部
公
園
線

の
道
路
築
造
工
事
及
び
物
件
補

償
を
中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
津
嘉
山

北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
、

Ｊ
Ａ
津
嘉
山
支
店
付
近
の
集
落

地
内
及
び
、
喜
屋
武
・
照
屋
地

区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
整
備
で
は
、
引
き
続
き
照

屋
地
内
、
大
名
地
内
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
神
里
地
区
汚
水
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
接
続
の

普
及
活
動
を
行
い
、
水
洗
化
率

の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

土
地
利
用
関
係
で
は
、
南
風

原
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

照
屋
地
区
の
土
地
区
画
整
理
組

合
設
立
に
向
け
て
、
地
権
者
組

織
の
支
援
と
、
都
市
計
画
法
関

連
手
続
き
を
平
行
し
て
進
め
ま

す
。
ま
た
、
津
嘉
山
地
区
に
つ

い
て
も
事
業
化
を
検
討
し
ま
す
。

交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、
総

合
交
通
戦
略
に
基
づ
き
、
生
活

道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
開
始
し
た
地
域
公
共

交
通
モ
ビ
の
実
証
運
行
に
つ
い

て
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
改

善
を
図
り
、
持
続
可
能
な
公
共

交
通
と
し
て
の
取
組
を
継
続
し

ま
す
。

住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
・
事
業
所
等

と
連
携
し
、
ご
み
の
減
量
化
や

資
源
化
・
再
利
用
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、「
第
３
次
南
風
原
町

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

や
「
南
風
原
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
」
に
基
づ
き
、
様
々
な

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ
い

て
は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
立
て
看
板
等
の
設
置
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
や
「
は
え
ば

る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し

た
環
境
講
座
、
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
環
境
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

町
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ

る
悪
臭
や
騒
音
、
水
質
汚
濁
、

振
動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

「
第
五
次
南
風
原
町
行
政
改
革

大
綱
」
の
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」「
組
織
力
の
強

化
と
人
材
育
成
」「
健
全
で
持
続

可
能
な
行
財
政
経
営
の
推
進
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
、

「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
に

定
め
た
具
体
的
な
取
組
事
項
を

推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

２
月
に
策
定
し
ま
し
た
南
風
原

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
手
続
き
の
更
な
る
利
便
性

向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る

な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

ま
す
。

引
き
続
き
社
会
情
勢
等
の
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
に

重
点
を
置
き
、
第
五
次
南
風
原

町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
目
標
を
推
進
す
る
た
め
、

教
育
・
文
化
・
福
祉
・
子
育
て

支
援
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
産

業
振
興
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
お
い
て
予
算
編
成

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
通

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
特
に

人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
騰
な

ど
が
影
響
し
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
、
重
要
な
政
策

課
題
に
は
必
要
な
予
算
措
置
を

講
じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
７
年
度
の
町
政

運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
主

要
施
策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

予
算
以
外
の
審
議
案
件
と
し

て
議
案
11
件
、
ま
た
、
追
加
議

案
と
し
て
数
件
提
出
す
る
予
定

で
す
。
議
員
各
位
の
慎
重
な
る

ご
審
議
の
上
、
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺 

正
之

令和 7 年第 1 回南風原町議会定例会の開会にあたり、赤嶺正之町長が
｢施政方針｣を表明しました。施政方針は町長が各年度において町政運
営の基本方針や主な施策の方向性を示すものです。

南風原町長　赤嶺 正之

未来へつなぐ愛・夢・安らぎ
令和７年度施政方針

令和７年度施政方針

は
じ
め
に

と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風

の
平
和
郷
に
つ
い
て 

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、み
ん
な

で
創
る
わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に

つ
く
る
福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て

こ
が
ね
は
え

さ
　 

と
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